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論文

　　　　　　　脱会プ ロ セ ス とそ の 後
一 もの み の 塔聖書冊子 協会の 脱会者を事例 に

猪瀬優理

論文要旨

　本稿は 、 これ まで あ ま り研究課 題 と して取 り上 げ られ て こ な か っ た宗

教集 団か ら の 脱会 に つ い て 、 もの み の 塔聖 書冊 子 協会 か らの 脱会者 39

名を事例 と して 分析 した 実証 的研 究で あ る 。 特 に本稿で は 、 当教 団の 信

者 を親 に も つ 二 世 信者 の 脱会にみ られ る 問題 に 焦 点を 当て て い る 。 本稿

で は 、 当教団が 、 信者 に と っ て 脱会が多 くの 困難や 抵抗を 生 じ させ る 特

徴 を持つ 教 団で ある と考 える 。 脱会 の 問題 を考 え る 手がか りとして 、 本

稿で は組織 的離 脱 と認知 的離脱が生 じ る プロ セ ス 、 また脱 会後 に必要 と

な る 「社 会的 リア リテ ィ の 再定義 」 の 達成 に 焦 点 を 当て る 。 この と き 、

認知的離脱 と 「社会 的 リア リテ ィ の 再定義」 の 要件 と して 、 教団外情報

の 入手 と教団外 との 人 間 関係 の 形 成 に 着 目して 分析 した 。 事例分析 の 結

果 と して 、

一 世信者 と二 世信者 で はそ れぞ れ 必 要 と され る 情報や 人 間関

係 の 性質 が異な っ て い る こ とが示 され た 。
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／ もの み の 塔聖書冊子 協会

1． 問題の 所在

1．1　 「脱会 」 する上で 困難
・
抵抗 の 多い 宗教集 団

　1970 年代 か ら 1980 年代 の 問 、 教団へ 入 信す る プ ロ セ ス や 条件 に 焦点 を

当て た研究が 多数出 され た が 、 相対的に教団か らの 脱会に関する研究は 少

なか っ たω
。 殊 に 、 日本 に は 「脱会 」 に 関す る 実証的研 究はな い 。 本稿 は 、

もの み の 塔聖書冊子協会（以下 、
「協会 」 と略す）か らの 脱会者 39 名を事例

と して 分析 した 「脱会 」 に 関す る 実証研究 で ある 。 そ の 中で も特 に 、
「協
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会」の 信者 を親に 持つ 二 世信者 の 「脱会 」に み られ る 問題 に焦点を当 て る 。

　欧米 の F脱会 」 研究は一 般 に 「カル ト」 な どと呼ばれ る教団を対象と し

て い る 。 これ らの 中に は 、 信者が家族 との つ なが りを断つ な ど 、 問題 とな

る行動を起 こすと ころ も少な くな い 。 つ ま り、
「脱会」 が 研究課題 とな る

ような教団は 、

一 般社会に受 け入れ られて い な い こ とがそ の 理 由とな っ て

い る の で ある 。 しか し 、 こ の よ うな研 究理 由は価値判断を含 んで い る ため

適切 で はな く、 ま た 、
一

般社会 の 側か らの 見方を 重視 しすぎて い て 、
「脱

会」 し よ う とす る信者側の 問題が考慮され て い な い 。 信者側か らみて 「脱

会 」 す る 上で 大 きな困難や抵抗が生 じる よ うな教団 の 特徴を考え る必要が

あ る 。

　本稿で は 、 「教団か ら離れ た ら不幸 に な る 」 な ど の 脅迫 を含む 教理や、

「脱会者との 会話 の 禁止 」 な どの 教団側か ら関係 を断 つ 組織的構造 に こ の

特徴をみ る 。 こ の よ うな特徴を持 っ た教団 の 場合 、 信者が離脱の 意志を持

っ て も 、 教理 へ の 恐怖や 人間関係を失う恐 れ な どか ら簡単に は 「脱会」 で

きない の で ある 。

　 こ の 特徴 の 上 に 、 教団 の 教理 や行動様式と 一 般社会 と の 価値観 の 相違 が

大き い と い う特徴 が 加 わ っ た 場合 、
「脱会 」 の 実行やそ の 後 の 状況 は 、 教

団 とは 異 な っ た社会 に新た に参入 しな けれ ばな らな くな る た め 、 さ らに 困

難 にな る 。 す べ て の 教団が こ の よ うな構造を持 っ て い る わ けで は な い 。 特

に 日本に お い て は 所属が明確 で な い 教団や 、

一
般社会と の 価値観の 相違 が

大き くな い 教団も多 い 。 入信 につ い て は数多くの 事例研究が あ る が 、 脱会

に っ い て は あま り関心が向けられ て こ なか っ た理 由が 、 こ れ に よ っ て 説明

で き る 。

　本稿 で 「協会」 を事例 と して とりあげた理 由は 、 教団の 内と外 を明確 に

分 け 、 メ ン バ ー
シ ッ プ を 失 っ た も の に 対す る 厳 しい 制裁 が 教理 ・組織 の 両

面 で 見 出 され る こ と 、 な お か つ 教 理 が 日本 の
一

般的 な価値観と乖離 して い

る 側面が強 い こ と に よ る （2 章参 照）。 ま た 、 日本に伝道 が 開 始 さ れ て か ら

長 い歴史 を持 ち 、 多数 の 二 世信者が い る こ とも事例対象 と した理 由で あ る 。

1．2 先行研究の批判的検討と 「脱会」 の 定義

　 「脱会」 を扱 っ た初期 の 先行研究 で は 、
「脱会 カ ウ ン セ リン グ」 等 と呼

ばれ る強制的脱会 に 関する研究が多数を占めて い た が 、 そ の 後 、 自発的脱
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会者 の 研 究も出 て くる ように な っ た 。 こ の ため 、 先行研究に は 自発的脱会

者と脱会カウ ンセ リ ン グ経験者 の 違 い に関す る議論が多い 。 た と えば 、 脱

会の 説明 の 仕 方 に 関 して 両 者 の 間 で 違 い が あ る ［Solomon　1981；Wright

1984］、 脱会カウ ン セ リ ン グ経験者は元 の 教団 に対 し て 否定的評価を 持 つ

側面 が 強 い の に対 し、 自発 的脱会者 は元 の 教団 に対 して 肯定的評価 と と も

に 否定的評価 も併せ 持 っ て い る 傾向が 強 い 【Wright　1984 ； Rothbaum

1988］、 な どの 知見が あ る 。 こ れ らの 研究は 、 脱会者が 「脱会」 した後 の

教 団 に 対す る 評価や態度 の 違い に 焦点 を当て たもの と見 る こ とが で き る 。

　本稿 も 「脱会 」 後の 問題 に焦点 を当て て 議論するが 、 教団へ の 評価につ

い て は問題 の 中心 と しな い 。 脱会者に とっ て は 、 そ れ よ り も 「脱会」 後に

生 じる様 々 な問題をどの よ う に解決する か が 、 よ り重要な課題と な る か ら

で ある 。 先行研究は 、 こ の 肝心な問題を十分に取 り上 げて い な い
。 本稿で

は 、 こ の よ うな問題解決に 比較的困難が少な い 脱会カ ウ ン セ リ ン グ経験者

の 事例に つ い て は 、 参照す る に と どめ（3 章）、 自発的脱会者の 事例 を詳 し

く分析す る（4 章）。

　 ま た 、 先行研究の 事例 は 、 ほ ぼ全 員 が 一
世信者 、 つ ま り 「そ の 教団へ の

入 信 を 自 ら選択 した人 々 」 で あ る 。

一
世信者 に つ い て の 分析が 多い 理 由は

調査対象 とな っ た教団の 歴史が浅く 、
二 世信者 の 存在が少なか っ たか らで

あ ろ う。 しか し 、
「協会」 は比較的長 い 歴史 を持 つ 教団で あ り 、 信者 の 中

に 二 世信者が 占め る割合 も高い と考 え られ る 。 本稿 で は 、 二 世信者を 「12

歳以下 の 時 に親 を信者 として 持つ こ とで 、 当教団の 教理や組織 の 影響を大

き く受けた人々 」 とす る 。
二 世信者の 存在 は これ まで着目されて こ なか っ

た 。 こ れ ら の 二 世信者は子 どもの 頃か ら 「協会」 の 教理 を親か らの しつ け

と して受け入 れ て い る 。 二 世信者が 「脱会」 する 上 で は 、 どんな困難があ

る の だ ろ うか 。

　 こ こ で 、
「脱会 」 に つ い て 定義 し て お き た い 。 先行研 究 ［Wright　and

Ebaugh 　1993 ：119・120］で は 、
「脱会」 を 、 （1）感情的離脱（disaffection）：教

団 の 人間関係 に 愛情不足 を感 じて 感情的 に距離を 置 く状態 、 （2）認知的離脱

（disillusionment）： 教団 の 提示する 「世界観」 に 不信 を持ち他 の 代替的な

　「世界観」 を必要 とする状態 、 （3）組織的離脱（disaffiliation）：教団 の 組織的

活動へ の 参加 を辞めた状態 、 の 三 要素 に 分ける必 要性が指摘されて い る 。

　 こ れ をふ まえ て 、 本稿で は 「脱会 」 を 「一 度 は 教団 の 教理 を受 け入 れ た
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人が 、 教団の 教理 を認知的に拒否 し（認知的離脱）、 組織的活動へ の 参加 を

辞め る こ と（組織的離脱）」 と定義する（2）
。 感情的離脱に つ い て は 、 事例か

ら明確に 引き出す こ と が困難なため 、 今回は脱会 の 定義に含めなか っ た 。

分析で 特 に問題 とした い の は 、 組織的離脱 と認知的離脱が生 じる先後関係

が与え る影響で ある 。 そ の 環境的背景か ら 、 二 世信者の 多くは 認知的に離

脱で きな い まま組織的離脱 に 至る こ とが多 い と考え られ る 。
こ の こ とは ど

の よ うな影響を も た らすだ ろ うか 。

1．3　「脱会」 後に 必要 とな る こ と一 「社会的 リア リテ ィ の 再定義」

　脱会プ ロ セ ス に 関す る 研究 で は 、 Wright ［1984 ：176 ］が 、 教団内 の 人

間関係 の 強弱 と 、 信者が教 団の 教理を受け入 れ て い る程度 に着 目し 、 自発

的脱会を促す 4 つ の 条件 を提 示 し て い る 。 第
一

に 、 宗教集 団外 の 社会 と の

結びつ きの 回復 、 第二 に 、 教団内で 親密な 人 間関係 （対関係） の 形成が制

限 されな い こ と 、 第三 に 、 世界を変革で きな い こ と を認識する こ と 、 第 四

に 、 指導者 の 行動 と理念 の 間の 矛盾に気づ く こ と で ある 。 また 、 Jacobs

［1989 ：126 ・132 ］ も カ リス マ 的 リ
ー ダー と の 人 間関係 の 強 弱 に 着 目 し 、

〔ス テ
ー ジ 1〕宗教集団 と の 結び つ き の 切断 、 〔ス テ

ー
ジ 2〕カ リス マ 的

リ
ー ダー との 結 びつ き の 切断 、 〔ス テ

ー ジ 3 〕運動か らの 総合 的な分離 と

社会的 リア リテ ィ の 再定義 、 とい う 3 つ の ス テ
ー ジ を設定 して い る 。 これ

ら の 議論は 、 両方 と も教団内外 の 人 間関係 の 強弱 に着 目し た も の で あ り、

特に教団内の 人 間関係 、特 に指導者 と の 関係 の 重 要性が確認 され て い る  
。

　組織か ら離脱 し た後に重要 に な る 問題と して 、 Jacobs ［1989 ］が 〔ス テ

ー ジ 3〕に 設定す る 「社会的 リ ア リテ ィ の 再定義」 に 注 目すべ き で あ る 。

脱会者が教団か ら完全 に離脱す る に は 、 新たな 「世界観」 を採用す る 必要

が あ る 。 そ の 際 、 教団の 提 示 す る 「世界観」 を 相対化 し 、 社会的 リア リテ

ィ を再定義す るため の 情報 が 外部か ら導入 され る 必要が ある 。 こ の とき 、

外部か らの 人 的サ ポー トが あ れ ば 、 そ の 情報や 「世界観」 の 採用 を促 進 す

る効 果 を 持つ だ ろ う 。 こ の た め 、 脱会 プロ セ ス の 分析 に お い て は教団外の

人間関係 に 着 目す る 必要があ る 。 し たが っ て 本稿 で は 、 教団外 か ら得 られ

る情報や人間関係 の 状況 に も着 目しつ つ 分析 を進めた い 。

　また 、 本研究 の よ うに対象者 の 語 りを事例 とす る 場合 に は 、 そ の 語 りが

「事実 」 で は な く 、 常にバ イ ア ス が含まれ て い る こ と を前提 と しな けれ ば
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な らな い ω
。 しか し 、 本稿で は 、 脱会後 の 問題を脱会者が どの よ う に認識

して い る かを問題 とする ため 、
「事実」 の 確認 よ りも 、 脱会者本人が認識

して い る状況 に つ い て の 「語 り」 そ の も の を事例対象と して 分析する 。

2． 事例 に つ い て

2．1 対象者と得 られ た 事例につ い て （表を参照）

　本研究 の 協力者は 、 以 前 に 何らか の 形 で 「協会」 の 宗教的活動 に 参加 し

た経験があ り 、 そ の 後活動 を辞め 、 そ の 教理を信じな くな っ た人 々 で あ り 、

内訳は 、 脱会カウ ン セ リン グ経験者 15 名 、 自発的脱会者 24 名で ある 。 脱

会カウ ン セ リ ン グ経験者 15 名 と 自発的脱会者 6 名は脱会カ ウ ン セ ラ ー 等

の 関係者か ら紹介さ れ 、 そ れ 以外の 自発的脱会者 18 名はイ ン タ
ー

ネ ッ ト

で 形成さ れ た元信者の ネ ッ トワ
ー

ク を通 じて 紹介 された 。 脱会カウ ンセ リ

ン グ経験者は 15 名が全員
一

世信者 で あ り 、 自発的脱会者 の うち
一

世信者

は 7 名 、 二 世信者は 17 名 で あ っ た 。 自由面接 に よ る
一

人 1 〜 5 時間 ほ ど

の イ ン タ ビ ュ
ー を行な っ た 。

一
世 （22） 二 世 （17）

女性 　 　男性 女性 　　男性 小 計

20歳代

30歳代

40 歳代

50歳代

60歳代

14941 董

1010
30200 64200 n9

董351

　 　 　 　 　 「［

合計 19
r3

5 蓋r 39

ネ ッ ト利用　　　　　有 一無 6− 13 1− 2 5− O 12− 0 24− 15

脱 会 カ ウ ンセ リン グ　有 一無 14− 5 1− 2 0− 5 0− 12 15− 24

組織 的脱会 の 順 番 　 　先
一後 1− 182 − 1 3− 210 − 3 16− 23

家族信者 の 存在 　　　有 一無 1− 180 − 3 4− 1 8− 4 13− 26

精神 的疾患 の 兆候 　 　有 一無 1− 181 − 2 5− 0 8− 4 15 − 24

バ プテ ス マ 　　　　　有 一無 14− 53 − O 1− 4 5− 7 23− 16

キ リス ト教信仰 　 　 　有 一無 17− 23 − O 0− 5 1− 1121 − 18

表 ：対象者の 属性
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2．2 もの み の塔聖書冊子協会の教理と組織活動

　1879 年、ア メ リカ合衆国 にお い て 成立 した 。 活動信者数は 全世界で 590

万 人強 、 日本で は約 22 万 人 で あ る （2001 年現在）。 教理 は聖書に基づ く

が 、 雑誌 『もの み の 塔 』 な ど協会独 自の 出版物 の 学習が重要視され る 。 こ

の 点に 関 し 、

一 部の キ リス ト教会関係者 か ら異議 を 唱 え る 運動 が 起 こ され

て お り、 彼 らに よ っ て 脱会カ ウ ン セ リン グ活動な どが行われ て い る 。 教理

内容 に は 、

一
部社会問題 を 引き起 こ す側面 もあ り 、 たびたび話題 とな る （輸

血 拒否等）。 教理 を遵守しよ う とす る 傾向が 強 く、 こ の 点に 関 して は 信者

の 子 ど も（二 世信者）に対 して も適用 され る 。 活動内容は 、 週 3 回の 「王 国

会館」 の 集会へ の 出席 、 年 3 回 の 大会参加 、 伝道奉仕 、 聖書研究などで あ

る 。 基本的な 活動単位は会衆 と呼ばれ る 地域組織 で あ り 、 会衆には 数名の

長老と呼ばれ る指導的立場の 男性が い る 。 役職はすべ て 男性 の みが就任す

る 。 組織構造は 、 統治体と呼ばれ る本部 （ニ ュ
ー一ヨ ー

ク）の 指導者を頂点

とす る ヒエ ラルキ
ー に基づ く 。

　バ プテ ス マ を受 ける こ とで 正式な メ ン バ ー
シ ッ プ を得 る 。 バ プテ ス マ を

受 ける に は、 教理 の 理解度 を確認す る テ ス トに合格す る 必要が ある 。 バ プ

テ ス マ を受 ける 前は 、 教理を学ぶ 「研究生」 と呼ばれ る が 、 受 けた後は 教

理 を伝え る 「エ ホバ の 証人」 と呼ばれ る 。

　信者 の 自由な脱会を妨 げる 要 素 として は 、
「ハ ル マ ゲ ドン」 に 関す る教

理 があ る 。 簡単に い え ば 、 伝道や集会 に 欠か さず出る 、 輸血 を拒否する な

ど 、 正 しい エ ホバ の 証人 と して 行為 しな い と 、
「ハ ル マ ゲ ドン が来た と き

に滅ぼ され る 」 と い う もの で ある 。 また 、 ハ ル マ ゲ ドンが来る 前に正 しい

行為をしなか っ た場合 、
「霊性が低 い 」 と され 、 ハ ル マ ゲ ドン の 後に楽 園

で 生 き残 る 可能性 が 低 くな る ばか りで な く 、会衆内か ら非難 され る 可能性

が 高 い 。 ま た 、 教団 を批判 して 脱会 した エ ホバ の 証 人 は 、 た と え 親き ょ う

だ い で あ っ て も 、
「背教者」と して 認識さ れ 、 話 をす る こ と も否定 され る 。

こ れ ら の 特徴は 、 教団か ら離れ る こ と を 困難にす る 。
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3． 脱会カ ウンセ リング経験者の脱会

3．1 脱会カウ ンセ リング経験者が脱会する 要因とその プロ セ ス

　脱会 カウ ン セ リ ン グ経験者が脱会す る要因 は 、 脱会カウ ンセ リ ン グを受

け た こ とで あ る 。 そ れ まで は 「協会」 の 活動 や組織に 明確な 否定的感情を

持 っ て い な か っ た事例が多い （15 名中 13 名）。 脱会カウ ン セ リ ン グは 、 当

該教団に つ い て 詳しい 知識を持 っ て い る 牧師や脱会カ ウ ン セ ラ
ー が信者

に脱会を 促す援助を行 う活動で ある 。 多くの 場合は信者の 家族が主体 とな

り、 信者 に脱会 させ る こ とを目的 と して行 われ る（15 名中 13 名）。
「協会」

に 入 っ た こ とで 信者が非信者 の 家族 と軋轢を起 こ す場合があ る こ とが 、 そ

の 背景 に あ る 。 信者は牧師や家族か らの 説得 を受け る が 、 こ の とき 、 特別

に設け られ た部屋で 集中的 に 説得され る 場合が 多い （15 名中 12 名）。

　脱会カ ウ ン セ リン グ の 場面で は 、 信者 に 対 して 「協会 」 の 教理 の 問題点

を示 し 、 教理や組織 が信ずる に 値 しな い こ と を説明す る 。 本研究 の 協力者

15 名 も これ らの 情報 を知 る こ とで 認 知 的に教 団 か ら離脱 し 、 組織的活動か

ら離れ る こ と に納得 して い る 。 納得す る前後 で 元信者 と話す機会が設 け ら

れ る こ とがあ る 。 元信者が 「協会」 を辞め た後も元気 に生活 して い る 姿 を

見 る こ とは 、 自分が脱会 した後の モ デル とな り 、 脱会 の 方向に傾きか けた

気持 ちを支持す る役割 を果た して い る 。

　脱会カウ ンセ リン グ に よ る脱会は 、 そ の 性質上 、

一
般的に 「教団外の情

報」 の 提供 に よ る 「認知的離脱」 の 後 、
「教団外の 人間関係」 を 通 じて 「組

織的離脱」 に向か う と い う プロ セ ス を た どる 。

3，2 脱会カ ウン セ リ ング経験者の 脱会後の 状況

　Lewis　and 　Bromley ［1987】は 、 脱会者 の 「脱会」 後 の 精神的疾患の 要因

が脱会カ ウ ンセ リング の 方 法 の 中 に あ る と指摘す る 。 脱会カ ウ ンセ リ ン グ

を受 け入 れ る こ とは急激な改宗を求め られ る こ とを意味す る ため 、 受 けた

当人 は 一 時的 に精神的混乱 に陥りがち で ある 。 ま た 、 失敗 した場合 、 家族

関係が崩壊する可能性も あ り 、 こ の よ うな脱会方法 に 問題が な い とは言い

切れな い 。

　 しか し 、 成功 した場合 、 本人を取 り巻 く脱会後 の 環境 と い う点 で は 、 脱

会カ ウ ンセ リ ン グに は比較的問題 が 少な い と い え る 。 そ の 理 由は 、 脱会力
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ウ ン セ リ ングを行な っ た家族や脱会カウ ンセ ラ ー

、 お よびそ の 関係者 で あ

る元信者 たちの 存在が ある か らで あ る 。 脱会 を後押 しす る要因は 、 脱会後

の 環境を整 える ため に も役に 立つ 。 また 、 脱会カウ ンセ リ ング経験者は脱

会後 、 新た に キ リス ト教の信仰を持つ 事例が 多い （15 名）  。 脱会 した事実

を肯定的に評価 して くれ る人間関係がある こ とは 、 脱会 した状態を精神的

に も社会的 に も安定 さ せ る  
。

4、 自発的脱会者の 脱会 と脱会後の 状況の 事例分析一 一 世信者 と

　　二 世信者

4．1 自発的脱会者につ い て の 分析　 （図を参照）

　 こ こ で は 、 自発的脱会者を一 世信者と二 世信者に分 け 、 それぞれ の 脱会

前後の 状況 の 相違 につ い て 分析す る 。 提示 した概念 図で は 、 認知的離脱 に

至 る には 、 何 らか の 形 で教団外か らの 情報 の 提供 ある い は教団外 の 人間関

係の 形成が必要な こ と を示 した （詳細は以下 の 節参照）。 今 回 の 事例で は 、

組織的離 脱が先行す る 事例 の 割合 に 関 して
一

世信者 と二 世信者で 大 きな

差が見 られなか っ たω
。

　
ii

　

　　 図 ： 自発的脱会者 の 脱会プ ロ セ ス 概念図
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4。2 一 世信者で ある自発的脱会者の脱会の 要因とその プロ セ ス

　
一

世信者の 自発的脱会者は 7名で あ る 。 彼 らの 脱会の 要因は多様で あり 、

複数 の 要因 を持つ 事例が多 い 。 あえて 主要因 を取 り上 げる と 、 会衆内の 人

間関係の 難 し さ か ら組織に疑い を持 っ た事例が 5 名 、 子 ども に対す る教理

の 厳 し さ に疑問を抱 い た事例が 1 名 、 知人 か ら組織の 問題点を教え られた

事例が 1 名 で あ る 。

　認知的離脱が先行 した事例（4 名）をもとに脱会プロ セ ス をモデル化 して

み る  
。

　会衆内で 、 あ る姉妹と 口論に な っ た 。 問題 を解決す る ため に 長

老 に相談 した が 、長老 は 自分 の 意見 を ま っ た く聞 かず、 そ の 姉妹

の 言 い 分だけ を取 り上 げた 。 公平な組織 とい わ れ て い る の に 、 実

際 に は行われ て い な い こ と に シ ョ ッ ク を受 けたが 、 人間 に は過 ち

があ る と思 い 、 活動 を続けて い た 。 しか し 、 会衆内を良 く見 る と

同 様な こ と が頻繁 に起 こ っ て い る 。 悩 んだ末 、 勇気 を振 り絞 っ て

「協会 」の 問題点 につ い て 書 い て あ る 書物 を読ん で み た（教団外情

報の 入手）。 様々 な問題が指摘され て お り 、 納得 の 行 く部分が多か

っ た の で 、 や は り こ の 組織か ら離れ る しかな い と決め た（認知的離

脱）。 組織か ら離れ る に あた っ て 、 脱会カ ウ ンセ リ ン グ活動を して

い る牧師と連絡を取 り 、 元信者を紹介 して も ら っ て （教団外人 間関

係の 形成）、 脱会の 決意は 固 ま っ た （組織的離脱）。

　脱会す る に は様 々 な要因が あ り 、 認知的離脱 を 促す き っ か け も 人そ れ ぞ

れ で あ る が 、 基本的なプ ロ セ ス は 以 上 の よ う な もの で あ る 。 実は 、 信者に

と っ て 組織的離脱 をす る 前 に 「協会G 批判の 本を読 む こ とや 牧師 と連絡を

と る こ と は 「背教」 行為に 当た り 、 非常に抵抗があ る 。 ある女性は 「電話

を一 度か けよ う と したが 、 手が震えて 切 っ て しま っ た 。 半年後に や っ との

思 い で 再びかけ る こ とがで きた」 とい う。 し たが っ て 、 そ の ような情報 を

手 に入 れず に 組織的脱会 が 先 に 生 じ る 事例 も あ る （3 名）。 事 例 の うち 2 名

は 、 精神的混乱が 生 じた た め に急激に離脱 を した 。 時間 を経 て 精神的に落

ち着 い た 後 、 知 り合 い か ら脱会カ ウ ンセ ラ ー を紹介さ れ た り（教団外 の 人 間
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関係形成）、 自ら本を手 に とっ て 読んだり 、 イ ン タ
ー

ネ ッ ト情報 を手 に入 れ

た り （教団外情報 の 入手） した こ とで 、 認知 的に 離脱す る に至 っ て い る 。

4．3 二 世信者で ある 自発的脱会者の脱会の要因とそのプロ セ ス

　二 世信者 の 自発 的脱会者（17 名）の 脱会 の 要因 も多様で あ り 、 複数 の 要因

を持つ 事例が多 い 。 主要因は 、 組織の 教理や行動様式 に 適応が 困難になっ

た事例 8 名 、 組織内の 人間関係に 疑問を持っ た事例 5 名 、 知人 か ら 「協会」

の 問題 を指摘 された事例 2 名 、 イ ンタ ー ネ ッ トの 厂協会」 の 情報で 疑 い を

持 っ た事例 2 名 で あ っ た 。

　組織的離脱が 先行し た事例（10 名）を も と に 脱会 プロ セ ス を モ デル化 し

て み る 。

　子 どもの 頃 に母親が エ ホ バ の 証人 に な り、 集会や伝道 に 連れ て

行か れ た 。 教理 に よっ て 役員選挙や 騎馬戦な どへ の 参加が許され

ず 、 そ の た び に 学校 の 先生 に 説明 しなけれ ばな らなか っ た 。 同級

生か らは好奇 の 目で み られ る こ とも少な くなか っ た 。 中学校の 頃

か ら集会や 伝道が 苦痛に な り 、 ハ ル マ ゲ ドン で 滅 ぼさ れて しま う

か も しれない と思 い なが らも 、 次第 に 活動しな くな っ た 。 母親か

らは責め られ 、自分 も活動 しな い こ とに 罪悪感 が あ っ た 。 あ る時 、

こ ん な風 に悩 む の も全部 「協会」 の せ い だと思 い 、 す べ て の 活動

をやめた （組織的離脱）。 しか し 、 そ の 後 も罪悪感や ハ ル マ ゲ ド

ン の 恐怖は残 っ た 。 しか し 、 イ ン ター ネ ッ トで エ ホバ の 証人 の サ

イ トを見 つ け（教団外情報 の 入 手）、 自分 と同 じような人 々 が い る

とい う こ と を知 り 、 そ の 人 々 との 交流を 通 して （教団外人間関係

の 形成）自分だけが特殊で な か っ た とい う こ とがわ か っ て気が楽

に な り 、
「協会」 の 教理 に こ だわ る こ と は な い と 気 づ く こ とが で

き た（認知的離脱）。

　個別 の 事例を見 て い く と 、 10 名そ れぞれが多様な経過を た どっ て お り 、

一
概にはまとめ る こ とはで きな い 。 けれ ども 、 認知的離脱が先に起 こ っ た

事例 を含め て 二 世信者 の 多 くが 、 男女差 は あ る が 、 学校生活 と会衆や 家庭

で の 生 活 とい う二 重生活 に苦 し ん だ こ と を報告 して い る  
。 教 団の 教理 と
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一
般社会 の 価値観との 間で 板ばさ み に な る の で あ る 。 精神的負担に耐え切

れずに 組織的離脱をする二 世信者は 少なくな い
。 認知的離脱が先に起 こ っ

た事例 7 名は 、 組織内に い る とき に教団内の 人間関係に疑問を持つ な ど し

て 、 自 ら教 団外 の 情報 を入手 した上 で 組織 的離脱 を した事例 で ある 。 こ の

場合は 、 イン タ
ー

ネ ッ トや 知人な どを 通 じて 、元信者 との 交流（教団外人 間

関係 の 形成）を持つ こ とが可能とな っ て い る（6 名）uo）
。

4 ．4 一 世信者で ある 自発的脱会者の 脱会後の 状況

　まず 、 認知的離脱 と組織的離脱 の 先後関係 が もた らす影響に つ い て 検討

す る 。 自発的脱会者 は離脱 の 際 に 自己否定感 、 罪悪感 を持 つ が 、

一
世信者

は 「自 ら
一

生 の もの と選んだ信仰をあっ さ り手放 して しま うなんて 自分は

い い 加減だ 」 あ る い は 「こ こ まで 信 じて や っ て きた の に放 り出せ な い 」 な

ど自分 の 選 択の 結果 が うまく い かなか っ た と い う認識に基づ い て こ の よ

うな意識を持つ に 至 っ て い る（7 名中 5 名）。 特 に 、 組織的離脱が先 に起 こ

っ た事例 3 名 に つ い て は 、 教団外の 情報や人間関係 の 支援を得 て 認知的離

脱に至 る まで の 間 、 こ の ような罪悪感か ら精神的に不安定な時期を過ご し

て い る 。 組織的離脱が先に 生じた あ る女性 は 「わた し はヤギ（ハ ル マ ゲ ドン

で滅ぼさ れ る 人 間）だ」 と思 っ て絶望的な気持ち に な っ た と述べ
、 あ る男性

は 認 知的離脱に い た る まで の 数年間 「ず っ とむな し さ を感 じて い た」 と述

べ る 。

　 認知的離脱が 先 に起 こ っ た 場合は 、 組織的離脱に向か う こ と は 比較的容

易 で あ り 、 脱会に か か る 時間や 困難が減少する よ うで ある 。 教会に所属し

な い で い る と不安感があ る と述 べ た事例はあ っ た が 、 脱会自体を 否定的に

は見 て い る事例はな い 。

　 一
世信者 の 自発的脱会者は脱会後に キ リス ト教信仰を持 つ 事例が多か

っ た （7 名 中 5 名）。 信仰 を 持つ こ とは 、 教団外か ら新た な 「世界観」 を採

用する こ と 、 新 しい 信者仲間 と い う 人 間関係を得る こ と を意 味す る 。 した

が っ て 、 新 しい 信仰 は脱会後 の 「社会的 リ ア リテ ィ の 再定義 」 を促す機能

を 持 つ 。 あ る 男性 は 「信者 の と き伝道な どを した責任を 果たすために もキ

リス ト教 の 牧師 に な りたい 」 と語 る 。

　 ま た 、 脱会カウ ン セ リン グに 関連した活動 に参加経験を持つ 事例は 6 名

で あ り、

一
世信者に とっ て 有効な情報源 とな っ て い る 。 認知 的離脱が先 に
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起 こ っ た事例で は 、 3 名が脱会カウ ンセ リ ング関係者か ら情報を得 て お り 、

組織的離脱が先 に 起 こ っ た事例 3名 も認知的離脱を自主的 に進 める ため に

情報提供や人的サポー トを受 けて い る 。 残 り 1 名は イ ン タ
ー ネ ッ トを通 し

て 情報や 元信者仲間 との 交流 を 得 て い た。

　 「協会 」の バ プテ ス マ を受けた事例（6 名）と受けなか っ た事例（1名）で は 、

離脱 へ の抵抗感が異な る 。 離脱の 前後に精神的疾患 の兆候が見 られた事例

は 7 名中 2 名で あ り 、 この 二 人 は バ プテス マ を受 けて い る 。 ま た 、 残 りの

バ プテ ス マ を受 けて い る事例 4 名の うち 、 2 名は脱会後も精神的に不安定

な時期を経験 して い る 。 こ れ に 対 し 、 バ プテ ス マ を受 けて い な い 事例 は 、

疑 問 を 持 っ て か ら比較的抵抗 な くイ ン タ
ー

ネ ッ トを通 して 情 報 を 得 て 脱

会して お り、 そ の 後 に 大 きな精神的混乱 は な い よ うで ある 。

　本稿 の 事例 で は 、 家族 内 に 「協会」 信者が い る
一

世 の 自発的脱会者は い

なか っ た 。

4．5 二 世信者で あ る 自発的脱会者 の 脱会後の 状況

　認 知的離脱と組織的離脱 の 先後関係が もた らす影響に つ い て は 、 二 世信

者の 場合も 、 組織的離脱が先に 生 じた事例（10 名）の 方が 、 認知的離脱に至

る ま で に多 くの 時間 と精神力 を必要 と し、 多くの 困難を経験 して い る 。 そ

の程度は一
世信者よ りも重 くなる傾向があ る 。 安定 した認知的離脱の 段階

に至 る ま で に 10 年以上 の 時間 を 要 した事例 が複数あ っ た 。 時間 は短 く と

も組織的離脱が先 に起 こ っ た事 例は 、 そ の 後 、 認知的離脱 に必要な情報 を

得 る まで に 困難が あ る 。 例 え ば 、

一 度組織的離脱を して か ら成 人 後 に 再び

組織活動 に戻 っ た 経験 を 持 つ 事例が 3 例 あ っ た 。 内 2 名は 女 性 で 、 結婚後

に受 けた エ ホ バ の 証 人 に よ る伝道（家庭訪 問）が組織活動 再 開 の き っ か け と

な っ て い る 。

　 と こ ろで 、
二 世信者 は自分 の 選択 で はなく当た り前 の 環境 として 「協会」

の 教理 を教え られ て い る 。 そ の た め 、

一
世信者 よ りもハ ル マ ゲ ドン で 滅ぼ

され る な どの 教理 に基づ い た 恐怖や罪悪感 、 正 しい エ ホバ の 証人 に なれな

か っ た こ とに よ る 自己 否 定感 が強 い と い う傾向が あ る 。 組織的離脱 が 先 に

生 じた事例 で 、 認 知的離脱 が 十分 に果 た され て い な い 期 間 に こ の 傾向が 強

い 。 た とえ ば 、 あ る 男性 は 次 の よ うに 述べ る 。
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脱会プ ロ セ ス とその 後 ：猪瀬優理

　組織 に い る 自分が嫌で 、 フ ェ
ー ドア ウ トとい う感 じで や めたが 、

組織を辞め る と自分 の 価値がな くな る よ うに感 じた 。 音楽に打ち

込ん で失われた 自分自身の 価値を埋めよ うとして い たが 、 い つ か

は戻る こ とに な る か も と思 っ て い た 。

　認知的離脱が先 に 生 じた事例 で も 、 十分 で な い 場合な どは 、
「協会」 の

教理 の 影響が戻 る場合も見 られ る 。 た とえば 、 後 の 連絡で はあま り 「協会」

の こ とを思 い 出 さな くな っ た と報告 して くれた男性は 、 イ ン タ ビュ
ー 時に

は 、 次 の よ う に述べ て い た 。

　調査 の 依頼を 受けた時に は 、 もうエ ホバ の 証人 の 束縛か ら解放

さ れ た とい う自信 が あ っ たが 、そ の 後や は りそ の 教理 の 価値観 の

中で も の を考 えて い る と気が つ い た 。 い まはや っ ぱり組織 に 戻 っ

た ほ うが い い ん じゃ な い か と不安 を感 じる 。

　教団外 の 情報や 人 間 関係 を得 る 手段 と して 、 イ ン ター ネ ッ トが 二 世信者

に と っ て 大きな役割を持つ こ と に注 目した い 。 こ の 点は若 い 世代の 二 世信

者に顕著 で ある が 、 40 歳代 の 二 世信者に と っ て も組織的離脱後 の 認知的離

脱 に到達する た め の 手段 と して 重要な役割 を持っ て い た 。 イ ン タ
ー

ネ ッ ト

は脱会 に必要な教団外 の 情報源 で あ るだけで な く 、 二 世信者に とっ て は 、

教団外 の 人間関係 の 形成が可能な道具 で あ る こ とがよ り重要 で あ る 。 警戒

心 の 強 い 初期 の こ ろ には匿名的に掲示板な どで交流す る こ とが で き 、 よ り

深 く親 し くな りた けれ ばメ
ー

り ン グ リ ス トへ の 参加や
一

対
一

の メー ル 交

換 、 オ フ会 （直接対面）へ の 参加が可能で あ る 。 20 年ほ ど前に組織的離脱

を し 、 度重 な る転職 な ど様 々 な経験 を経て 自分 な りに 「社会 的 リア リテ ィ

の 再 定義 」 を し 、 認 知 的離脱 を し た と 思 っ て い た男性 は 次 の よ う に 語 る 。

　二 世信者 に会 うまで ね 、 エ ホバ の 証 人 、 何 が 何 で も叩 きつ ぶ さ

なけれ ばな らな い 敵だ と思 っ て た 。 で もある 二 世 と会っ て 話すう

ち に本質が色々 見 え て き て 、 俺の 場合は親の 問題だ っ て見えて き

た 。 そ れが見え て き て だ い ぶ落ち着 い た 。 同じ経験を した人が集

ま っ て お 互 い の 経験 を話す こ とで 、 自分 だけ じゃ な か っ た っ て 、
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悩み の 治療効果がある み た い ね 。

　二 世信者 との 情報交換 、 交流を行 うこ とは 、 認知的離脱を促進する 効果

を持っ て い る 。 組織的離脱後数十年経 っ て か らイ ン タ
ー

ネ ッ トを通 じて 二

世信者に 出会 っ た女性 は 、
「今 の 若 い 人は 、 自分が何年 もかけて 行な っ た

こ と （つ まり認知的離脱） をネ ッ トで や っ て 、
二

、 三 ヶ 月で 元気 にな っ て

い く 。 う らや ましい 」 と述べ る 。

　 一 方で 、 脱会後にキ リス ト教信仰を持つ こ とは 、 二 世信者に と っ て は 「社

会的 リア リテ ィ の 再定義」 に対す る 効果が薄い （17 名中 1名）。 む し ろ 「も

う宗教は こ り ご り」 と語 る 人 々 が ほ とん どで あ る 。 脱会カ ウ ン セ リン グ活

動 へ 参加 して い る 事例も 、
二 世信者 で は 17 名 中 6 名で あ る 。 脱会 カウ ン

セ リン グ活動で 出会 え る元信者は
一

世信者が中心 で あ り、
二 世信者 に と っ

て は得 る もの が少な い の か も しれ な い 。 また 、
二 世信者 に とっ て は

一
世信

者よ りも 「協会」 批判 の 本 に 対する抵抗が大き い とい う傾 向もある 。 これ

に対 して 、 元 二 世信者 との 交流とい うネ ッ トで 得 られ る情報交換は 、 接触

へ の 抵抗感が低 い 。 そ こ か ら得 られ る元二 世信者 と の 教団外 の 人間関係 の

形成は 、 よ り重要な役割を果 た して い る 。

　人間関係 の 問題に つ い て は 、 二 世信者は家族内に 「協会」 信者が い る事

例が 多く（17 名中 12 名）、 家族信者との 関係は脱会後 の 状況 に も大き な影

響を与 え る 。

　（高校生 の 頃 に組織的離脱 を した 時 に つ い て ）で もね 、 （母親が ）

どん な に悲 しむ だ ろ うな っ て い うの が あ っ た か ら 、 完全 に は離れ

られなか っ た 。 （結婚後再び活動を開始す る が 、 イ ン タ ー ネ ッ トで

教 団外情報 を得た こ とをき っ か け に 組織 を）客観 的に見 られた の

は い い ん だけ ど 、 ま だ 揺 れ て い る部分が あ っ て 。 身近 に い る エ ホ

バ の 証人 の 人 は す ごい 親切 で 、 信仰 も高 い か ら否定 で きな い 。 そ

の 人 た ち を 否定す る と母 も否定 しな き ゃ い け な い し 、 自分 自身も

否定 しな き ゃ い け な い み た い に な っ ち ゃ っ て （組織を離れ る か ど

うか 迷 っ た）。

家族信者 の 存在は 、
二 世信者 に とっ て 、 脱会す る こ とを否定的 に解釈 さ
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せ 、 脱会す る こ と自体を思 い と どま らせ る効果 を持 っ て い る 。 また 、 本人

が 「協会 」 を否定的 に見 る ようにな っ て も家族が信者 に い る 場合 、 脱会 の

意志を公 にす る こ とが 困難で あ る 。 公 に した場合は、 家族信者と の 交流が

円滑 に行 えな くな る 場合が多 くなる か らで あ る 。

　バ プテ ス マ を受けた事例 と受けなか っ た 事例 とで は 、
二 世信者 で も 、 受

け た 事例 の ほ う が 困難は 大 き い 。 しか し 、 二 世信者の 場合 は 、 バ プテ ス マ

を受けて い な い 事例で も 「協会」 の 教理や行動様式か ら受けた影響は大き

く 、 程度の 差はある が精神的疾患 の 兆候が み られ る 事例が一 世信者よ りも

多い の で は な い か と思 わ れ る（17 名中 13 名〉。 また 、 そ れ と無関係で は な

い が 、 脱会後に社会 的 に も困難を抱 え る事例が多 い （仕事や学歴上大 きな困

難を経験 した事例 17 名中 13 名 。 残 り 4 名も何 らか の 困難 を抱 えて い る）。

内容 として は 「大学進学が否 定され て い る た め 、 高校（中学）まで しか行け

なか っ た 」 ある い は 「大 学進学の 費用 を 自分で 稼 い だ」、 「 （精神的理 由か

ら）仕事が長続 きせ ず 、 転 職を繰 り返 した」、
「職 場で の 人間関係が うま く

い か な い 」 な どで あ る 。

5． 考察

5．1 調査対象者の 属性にみ られる偏 り一 教団の伝道形態 ・ 教理との 関係

　本研究 の 事例 とな っ た脱会カウ ン セ リ ン グ経験者に は既婚女性が多く 、

自発的脱会者で イ ン タ ー ネ ッ トを通 じて 得 られ た 対象者に は 20 、 30 歳代

の 二 世信者の男性が多い 。 脱会カウ ン セ リン グの 対象 とな る 人 々 の 大半 が

既婚女性で ある が 、 こ れ は 「協会」 の 伝道の 仕方に関係して い る 。 昼問 の

家庭訪問 に よ る 伝道で は 主 に主婦が 対象と な る 。

一
世信者 は 既婚女性で あ

る 可能性が高 い の で あ る 。

　 二 世信者 に つ い て は主 に イ ン タ ー ネ ッ トを 通 じて 紹介 を 得た た め 、 ネ ッ

トに 親 しみ の あ る 若 い 世代 の 事例が 多 く得 られ た と考 え られ る 。 ネ ッ ト利

用者の 元信者 の 男女比 は不 明で あ り 、 男性が多か っ た 理 由 は今回 の 事例 か

らは わ か らな い 。
「協会」 で は 男性 に は 「頭 の 権威1 と して 主導権を もつ

よ う に 指導 し 、 女性 に は男性 に 従 うよ う指導す る な ど性別役割が明確で あ

る 。 また 、 女性の 二 世信者 の 事例で 、 い っ たん離れた もの の 結婚後伝道を
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受けた こ とで 組織活動を再開 した とい う事例が あ る 。
「協会」 の ジ ェ ン ダ

ー が二 世信者に 与 え る影 響に つ い て の 研 究 の 必要性を 示す知見 で あ る と

い え るだろう。

5．2 一 世信者と二 世信者の相違点

　組織的離脱が先に生 じた場合 、 脱会前後に持つ 自己否定感 ・罪悪感が重

くな る傾向があ っ た 。 特に二 世信者に そ の 傾向が顕著で あ る 。
二 世信者 の

多 くが持 っ て い る教理 を基準 と した 自己否定感は 、教理 を認知的に否定 し

な い か ぎ り解消で きな い 。 そ の ため 組織的離脱後 の 認知的離脱 、
「社会的

リア リテ ィ の 再定義」 は 困難 とな る 。 また 、 二 世信者 の 場合 、 認知 的離脱

が先 に 生 じた 場合に も 自己 否定感 が 見 られ る 。

　二 世信者に と っ て 、
「社会的 リア リテ ィ の 再定義」 を さ らに 困難に す る

の が 、 家族信者 の 存在 で あ る （母親が多 い ）。 脱会 を家族 か ら非難 され る た

め 、 自分 の 脱会を肯定的に受け入 れ る 「社会的リア リテ ィ の 再定義」 に至

る こ とが困難で あ る 。

一 世信者は家族信者が い る場合が少な い ためか 、 こ

の 問題に直面する 人 は少な い （11）
。

　認知的離脱や 「社会的 リア リテ ィ の 再定義」に 必要 と され る教団外情報 、

教団外人間関係 の 性質 が 、

一
世信者 と二 世信者で は 異な る こ とが事例分析

か ら示 さ れ た 。

一 世信者 の 場合は 、 他 の キ リス ト教信仰や 脱会カ ウ ンセ リ

ン グ関係者に よ る 「協会 」 批判 の 書や そ こ で 得 られ る元
一

世信者 と の 交流

を 、 認知的離脱や 「社会的 リア リテ ィ の 再定義」 の 助け とす る こ とが 比較

的容易 で ある 。 そ れ に対 し 、 二 世信者の 場合 は 、
「協会 」 を否定す る こ と

は幼少の 頃か らの 自分 の 基盤 を否定す る こ と に もな りか ね ない た め 、 そ れ

ら に対す る抵抗感 は強 い 。 それよ りも 、 自分 と同様 の 体験 を共有 で き る 情

報交換の 場 、 交流 を持つ こ とが認知的離脱や 「社会的 リア リテ ィ の 再定義」

に至 る た め に 重要 とな っ て い る 。

6． 結論 と今 後の 課題

　以 上 の 分析と考察か ら 、 組織的離騰よ りも 認知的離脱 が先に生 じた場合

の方が 、 脱会 の プロ セ ス や 「社会的リア リテ ィ の再定義」 が比較的ス ム ー

ズ に 行われ る と い う こ とが 示 され た 。 認 知的離脱や 「社会的 リア リテ ィ の
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再定義」 に は 、 教団外か らの 情報の 提供や 人間関係の 形 成が不可欠 で あ る

こ とも確認 された 。 重要な知見 は 、

一
世信者 と二 世信者 とで は必要 とされ

る 情報の 性質 、 人間関係の 性質 が 異 な っ て い る と い う こ とで ある 。

一 世信

者 とは異 なる 背景 を持 つ 脱会者 と して 、
二 世信者 の 脱会 の 問題が取 り上 げ

られ る必要性 を結論と して 指摘 した い 。

　本稿は もの み の 塔聖 書冊子協会 とい う特殊な教団か らの 、 しか も 限定さ

れ た手段で 得 られ た脱会者の 事例 の み を対象と した研究で あ り、 知見は こ

の 範囲を出 る も の で はな い 。 今後は 、 信者が脱会する 上 で 困難や抵抗が生

じやす い 特徴 を持 つ 他 の 教団との 比較研究 、 あ る い は脱会す る 上で 比較的

困難 ・抵抗が少な い 教団に おける 脱会 につ い て な ど 、 他教団との 比較 を行

う こ とが必要で ある 。 また 、 幅広 い 形 で 脱会者の 事例を集め て い くこ とで 、

脱会と い う現象の
一

般的議論を作 り上げて い く必要が あ る 。 ま た 、 本稿は

脱会者個人 の 問題に ひ きつ けて 議論 した側面が強 い た め 、 今後は組織の 構

造や 教理 の 内容な ど 、 教団組織の 問題か ら脱会 の 要因や プ ロ セ ス を位置づ

けて い く必要 も あ る 。

　二 世信者の 問題 につ い て も 、 本稿で は研究と して 取 り上 げて い く必要性

を指摘す る に と ど ま り、そ の 内容 の 詳細な分析 ま で に は踏 み込めな か っ た 。

この 点は 、 さ らに よ り詳細な分析 を行う必要があ る 。 脱会に つ い て の 研究

に は多 くの 課題 が残さ れて い る が 、 問題 の 解 明 に近づ け る よ う 、 今後多 く

の 研究や批判が待たれ る 。

（北海道大学大学院文学研究科博士後期課程 、 日本学術振興会特別研究員）

付記 ：本稿執筆 に あた り、 「宗教 と社会」 学会第 9 回学術大会で の 発表 の 際 、 多 く

の 方か ら貴重 な コ メ ン トを頂 い た 。 また 、査読者 の 方か ら有益な コ メ ン トを い た だ

い た 。 記 して 、謝意を表 した い
。 本稿 は 、平成 13 年度科 学研 究 費補助金（日本学術

振興会特別研 究員奨励 費）によ る研 究成果 の
一

部で あ る 。

註

（1）80 年代 以 降 、 新宗教運動が衰退 し 、 多 くの 脱 会者 が出る よ うに な っ た ため

　 80 年代 に脱 会研 究が 増 え た とす る 見解 もあ るが 、 全体 的 に は入信 の 問題

　 ほ どには 注意は多 く払わ れ て い ない ［Wright 跏 d　Ebaugh 　1993：118］。

（2） 厳密 に は メ ンバ ー
シ ッ プ を取得 した 人 に対 して 「脱会」 と い う用語 を適
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　 用するべ きで ある 。 しか し、 「協会」 の 二 世信者は正 式な メ ンバ ー シ ッ プ

　 を取 得して な く と も教団か ら大 き な影 響 を受 けて い る こ とが多い ため 、 正

　 式な メ ン バ ー シ ッ プを脱会前の 条件 とは しなか っ た 。

（3）入 信 プ ロ セ ス 理 論 の 発展 に 寄与 し た ロ フ ラ ン ドー
ス タ

ー
ク モ デ ル

　　［Lofrand　and 　Stark
，
1965 ：864・874］は 、脱会プ ロ セ ス モ デル に も影 響

　 を与 えて い る 。 こ の モ デル は 7 つ の 条件 の 有無 に よ っ て 入信す る か 否か が

　 決 ま る とす る モ デル で ある 。 こ の 中で 教団内の 人 間関係 の 形成 に関係す る

　 条件 がそ の 後の 研究 で支持 されて い る 。

（4）こ の 問題 を緩和す る方 法 として は 、 脱会 したばか りの 脱会者 を対象 に して 、

　 同一 人物 の 語 りの 変化 に つ い て 時 間的経過 を追 っ て 分析す る な どが 考 え

　 られ る 。

（5）分析 に含めな か っ た が 、 脱会カ ウ ンセ リン グ後 もキ リス ト教信 仰を持っ て

　 い ない 人 もい た 。 脱会カウ ン セ リン グ経験者が全員キ リス ト教信仰を持つ

　 わ けで はな い 。

（6）脱会カウンセ リン グ経験者の な か で 1 名、家族信者 を持つ 事例が あ っ た 。

　 こ の 事例 で は脱会後、そ の 家族 と は
一

切会 う こ とが で きな い 状態に ある と

　 い う 。

（7）事例数が 少 な い こ と と、事 例 をイ ン タ ー ネ ッ トか らの 紹介で 得た こ と に影

　 響 され て い る と思わ れ る 。 対象の 性質 上す べ て の 脱会者 を網羅 的 に事例 と

　 して 得る こ とは 難 し い
。 組織的離脱 か ら何 十年間 も元信者 との 交流 をもて

　 な か っ た 二 世信者 の 事例 もあ り 、 元 信者 との 交流 の 手 段を持た な い 自発的

　 脱会者は数多 く い る と予 測 され る 。 これ らの 人 々 に つ い て も何 らか の 形 で

　 調査 研究 され る べ きで ある 。

（8）協 力者の 中には 、 家族信者 を持 つ 人 も多 い 。 本稿の よ うな研 究 に協 力 を し

　 た こ とが 家族信者 に知 られ た 場合は 、家族の 縁 を切 られ る 可能性 も ある た

　 め 、 事例提示 の 際 、 個 人 を特 定す る よ うな 詳細な 表 現 は 極力 避 け る よ うに

　 注意 して 記述す る 。

（9）格技 は男子 の み の 科 目で あ る こ とが 多 く、 女性 に は格技拒否問題 は生 じに

　 くい
。

（10）残 りの 1 名 は 、 会衆 内の 二 世 信者 仲 間 と と も に脱 会 した事 例で あ る 。

（11）子 を持 つ 既婚 女性 の 元 信者 は 、 脱 会す る 時 に子 どもと一 緒 に辞 め る場合が

　 多い 。 こ の 際、 自分 の 意思で 辞め た 場 合 とは異 な っ た 二 世信者 問題 が生 じ

36
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association for the Study of Religion and Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　the 　Study 　of 　Religion 　and 　Sooiety

脱会プ ロ セ ス とその 後：猪瀬優理

る と予想 され る 。
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